
5 災害発生または切迫 命の危険　直ちに安全確保！ 緊急安全確保＊1

4 災害のおそれ高い 危険な場所から全員避難 避難指示＊1
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3 災害のおそれあり

1 今後、気象悪化のおそれ

2

警戒レベル 状況 住民がとるべき行動 行動を促す情報

危険な場所から高齢者等は避難

災害への心構えを高める 早期注意情報＊2

・警戒レベル5は、市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、必ず発令されるとは限りません。
・警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。
・内閣府／令和元年台風第 19 号等を踏まえた避難情報及び広域避難等に関するサブワーキンググループによる最終とりまとめ
  （令和 2年 12月24日公表）を基に記載しているため、表現等は変更になる場合があります。

＊1　筑紫野市が発令
＊2　気象庁が発表

気象状況の悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水注意報＊2

高齢者等避難＊1

警戒レベル　 までに必ず避難！4

土砂災害や洪水時には、警戒レベルに応じて避難しましょう

●2階以上が浸水
●水流が強い場合には、木造
　住宅が倒壊する危険がある

3m以上の浸水

●床下浸水
●大人のひざ下程度
●浸水の深さがひざ上に
　なると、歩行は危険

●床上浸水
●1階以上が浸水
●強い水流の中を歩くことは
　危険

0.5～3m未満の浸水

0.5m未満の浸水

●浸水が発生する前に
　安全な場所へ避難する
●立退き避難

・ 被害のおそれのない親戚や知人の家に避難する
　ことも有効です。
・ 隣近所で声を掛け合って避難しましょう。

浸水前に
かならず避難

可能な限り

自らの判断で

時間と安全な
避難経路が
確保されて
いれば

浸水しない安全な場所へ 一次・二次避難所（市指定）
高台の道路、空き地など

●自宅や近くの丈夫な建物の
　２階以上にとどまる
●垂直避難・屋内安全確保

・ 懐中電灯、ラジオ、貴重品、水や食べ物などを
　２階に持って上がりましょう。
・ 土砂災害の危険もある場合は、斜面からなるべく
　離れた、２階以上の部屋に避難しましょう。

２階以上・危険のない高い建物へ

ため池ハザードマップについて ため池決壊による浸水の深さを想定した避難の流れ
　ため池ハザードマップは、満水のため池が決壊し、水が流出した場合に限定し、どの範囲まで影響が
及ぶかを想定したものです。異常気象による周辺地域の河川や水路の氾濫等は考慮していないため、
実際の浸水区域は、ため池の貯水量、ため池の被害の程度、周辺の土地の利用状況の変化、河川や水路
の氾濫の状況により異なる可能性があります。

洪水吐まで溜まっていた貯留水の全てが流出する状況を想定しています。
※洪水吐とは、大雨時に貯留水が堤体を乗り越えないように、堤体の一部を切り下げて流下させる施設です。
※異常気象による周辺地域の河川や水路の氾濫などは考慮していないため、実際には違う流れになる場合もあります。

決壊

ため池決壊の起こり方 破損した堤防が
貯水に耐え切れず
決壊する。
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もし、ため池が決壊したら…

筑紫野市で想定される災害

単独決壊：１つのため池が単独で決壊。
連鎖決壊：上流のため池が決壊して流出した水が、下流側のため池に流入し、連鎖的に決壊。
同時決壊：ため池が決壊した場合に被害を受ける範囲がほぼ同じである、複数のため池が同時に決壊。

●ため池決壊のパターン

●氾濫シミュレーションの条件

大地震や大雨による増水などで
堤防に亀裂や漏水が発生する。
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亀裂

漏水

ため池決壊の原因（地震と大雨）

地震

大雨
集中豪雨や長雨、土砂災害や流木などによって、ため池
の水位が上昇すると、堤防で漏水が起こったり、越水
した水の勢いで堤防が侵食されて、ため池が決壊する
おそれがあります。

地震による強い揺れによって、堤防に亀裂や陥没などが
発生したり、地盤が液状化してため池が決壊すること
もあります。

　ため池が決壊するおそれがある状況では、
周辺で様々な災害が発生していることが
考えられます。ため池決壊と同時に注意が
必要です。 出典：地震に関する防災アセスメント調査報告書

（福岡県、平成24年3月公表）

地震

土砂災害

ため池
決壊

洪水 建物倒壊
液状化
火災土石流

がけ崩れ
地すべり

警固断層南東部
（M7.2）
筑紫野市内で

震度６強～５強
（山間部の一部は震度5弱）

河川の氾濫
内水氾濫
側溝や下水道
などからの浸水

株式会社パスコ撮影

想定される浸水の深さによって、避難方法は異なります。浸水想定区域が記載された地図で、
自分の家で想定される浸水の深さを確認し、避難の方法を考えましょう。

　ため池決壊の危険性が高まったことによる避難情報の発令を行うことはありません。土砂災害や洪水による危険性の高まり
に応じて発令される避難情報を基に、避難行動をとってください。警戒レベル 5では、すでに災害が発生している状況です。
 警戒レベル 3 や 警戒レベル 4 の段階で、声をかけあって避難しましょう。堤体の決壊

平成28年熊本地震／下小森ため池 （熊本県西原村）

浸水の深さ 避 難 先

・大量の水や土砂が濁流となって、瞬時に押し寄せます。
・建物や車は押し流されます。
・道路や住宅地、田畑は土砂に埋まります。
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自分の地区以外の避難所にも避難は可能です。最寄りの避難所を事前に確認しておきましょう。主な避難所一覧

地図面の凡例

福祉避難所
要配慮者に対応した施設。
必要に応じて開設します。

二次避難所

状況に応じて
開設します。

一次避難所

最初に
開設します。
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2

3

4

5

6

7

8

生涯学習センター
二日市コミュニティセンター
二日市東コミュニティセンター
御笠コミュニティセンター
山家コミュニティセンター
山口コミュニティセンター
筑紫南コミュニティセンター
筑紫コミュニティセンター

二日市南 1-9-3

二日市中央 5-5-18

石崎 1-1-7
吉木 2496-1

山家 2850-1

古賀 196-1

原田 4-16-6

筑紫 634-7

9 1 8 - 3 5 3 5

9 2 0 - 5 1 2 3

9 1 8 - 5 6 0 0

9 2 2 - 2 6 0 1

9 2 6 - 2 8 0 9

9 2 2 - 2 5 5 1

9 1 9 - 8 4 0 0

9 2 6 - 2 9 1 3

農業者トレーニングセンター
勤労青少年ホーム
天拝小学校
二日市小学校
二日市北小学校
二日市東小学校
山口小学校
吉木小学校
阿志岐小学校
山家小学校
筑紫小学校
原田小学校
筑紫東小学校
二日市中学校
天拝中学校
筑紫野中学校
筑山中学校
筑紫野南中学校

諸田 172

諸田 169

天拝坂 6-1-1

二日市西 2-2-1

二日市北 8-2-1

紫 7-4-1

萩原 850-1

吉木 2526-2

阿志岐 2350

山家 4341

筑紫 531

美しが丘南 2-10-5

光が丘 2-3-1

紫 1-6-1

立明寺 458-1

針摺東 4-6-1

下見 585-1

美しが丘南 5-9-2

9 2 3 - 6 2 9 0

9 2 5 - 4 8 0 1

9 1 8 - 6 7 6 1

9 2 2 - 3 0 6 4

9 2 2 - 1 6 1 1

9 2 2 - 2 5 0 4

9 2 2 - 2 5 5 4

9 2 2 - 2 6 8 1

9 2 2 - 2 6 0 2

9 2 6 - 2 8 1 9

9 2 6 - 1 7 8 6

9 2 6 - 1 1 5 6

9 2 7 - 1 1 1 2

9 2 3 - 2 1 0 1

9 2 2 - 4 6 3 1

9 2 5 - 5 5 0 2

9 2 6 - 2 9 1 5

9 2 7 - 3 3 0 0
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11

12

13

14

15

16

17
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19

20

21

22

23

24

25

26

No 名称分類 住所 電話番号（092）

総合保健福祉センター カミーリヤ 岡田 3-11-1 9 2 0 - 8 0 0 0

地域の公民館も自主避難所として利用できます。避難を希望される場合は、自主防災組織の長（区長等）または市へご連絡ください。

ハザードマップの使い方

1階が浸水

床上浸水
床下浸水

2階以上が浸水

までの浸水

ため池浸水想定区域

一次避難所（市管理）

二次避難所（市管理）

福祉避難所（市管理）

自主避難所（小地区公民館）

警察署
消防署

市役所
救急指定病院

アンダーパス・地下道

ヘリポート

JR

ため池

西鉄
河川

防災関連情報土砂災害土砂災害

ため池浸水想定区域
（対象池以外）

浸水範囲

土砂災害
特別警戒区域

土砂災害警戒区域

洪水浸水想定区域

浸水範囲

決壊後の
到達時間

対象
ため池

15分 30分
60分

45分

■ため池浸水想定区域
福岡県、筑紫野市作成

このマップに
掲載している
ハザード情報

■測量法に基づく国土地理院長
　承認（使用）　R 1JHs 1106

■洪水浸水想定区域（想定最大規模） 
御笠川、宝満川（福岡県、平成30年4月27日公表）
山口川（福岡県作成）

■土砂災害
土砂災害警戒区域、特別警戒区域
（福岡県指定）

・自宅や職場の周辺は、どのぐらいの浸水深が想定されていますか。
・ 土砂災害や洪水のおそれはありますか。
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・大規模な地震が発生したときには、すみやかに避難しましょう。
・土砂災害や洪水時には、警戒レベルに応じて避難しましょう。
・災害時における防災情報は、さまざまな形で伝達されます。

いつ避難するか知る2

どこに避難するか確認する3

どこが危険な場所か知る

・ため池決壊による浸水の深さによって、避難行動は異なります。
・建物の 1 階以上が浸水する場合（浸水深 50cm 以上）は、被害が発生する前に、
　浸水しない安全な場所（避難所、高台の道路、空地など）に避難しましょう。
・ただし、自宅の周辺がすでに浸水していたり、夜間で視界が悪く、屋外に出るとさらに危険な場合
　には、2 階以上や近くの丈夫な建物などに緊急避難してください。

●組織役員への電話連絡など
●市広報車での呼びかけ
●「防災メール・まもるくん」での配信
●エリアメールでの配信
●市ホームページでの配信
●報道機関への広報要請
●消防サイレン
●消防団による呼びかけ

自主防災組織（行政区）

もっとハザードマップを活用するには…

実際に避難場所
まで歩いてみる

地域の防災訓練
に参加する

ほかのハザード
マップも確認する

防災訓練

避難場所に行く途中に、水路や急な
ガケなどの危険な箇所がないか確認
しましょう。
自宅から避難場所までの所要時間も
計っておきましょう。

大規模な災害が発生したときには、
交通の遮断などで孤立することも
考えられます。
日頃から自主防災組織や地域の活
動に参加し、災害に強いまちづく
りに取り組みましょう。

「筑紫野市ハザードマップ」には、
水害・土砂災害・地震・原子力防災に
関する情報、洪水・土砂災害ハザード
マップ、地震ハザードマップを掲載
しています。

　防災対策の第一歩は、自分たちの地域でどのような災害が想定されているか知ることから
始まります。このハザードマップを活用して地域や家族で「避難方法」や「危険な場所」など
について話し合い、予測の困難な自然災害に備えましょう。

万が一の、ため池決壊に備え、避難経路や避難所、連絡方法を家族などで話し合う防災会議が自助に繋がります。
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